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論文内容要旨
維
 心臓にかかる負荷が増大したとき心肥大がおこるが,負荷が圧負荷であるか,容積負荷であるか
 によってそれぞれ求心性肥大か拡張性肥大が発生するとされている。
 一般に肥大心は遅かれ早かれ心不全を起すものと見られている。この機序に関して,従来は心重
 量がある限界を越すまでは,冠動脈の成長もこれに法認を合わせることがでぎるが,ある限界値を
 越すと,もはや冠動脈の成長がこれにともなわず,心筋が必要なだけの血流量を維持することがで
 きなくなり,そのため冠不全のおこることが心不全の原因であると見なされてきた。しかし荒井等
 の研究により,冠動脈は心筋重量の増加に伴い,それにみあうだけの成長をするものであり,心重
 量増加にはこの意味での限界値は存在しないことが証明された。従ってもし心肥大が必然的に心不
 全につながる過程であるならば,その心不全の機序は冠不全以外に求めなければならないことを示
 唆する。この研究はこの機序を明らかにするための一つの試みである。
 材料と方法
 5才から76才までの剖検心87例を用い編対象は正常心のみならずいわゆる求心性及び拡張
 性肥大心をも含むが,悪液質や心筋梗塞等の心重量に心負荷とは無関係の影響を及ぼし得る病的状
 態をもつた症例は検索から除外した。左心室心筋全層にわたる組織計測用切片を切出したのち,心
 臓は直ちにホルマリン液で固定,その後左心室内腔容積をパルプ粘土充填により計測,左右心室を
 Fult・nの方式により分離し,秤量した。心筋細胞直径は上記切片を用い,荒井等の方法により
 計測した。左心室内腔半径及び左心室心筋層の厚さは,左心室心尖を通り心基底部の大動脈弁の左
 後半月弁の僧輻弁よりの部位を通る中心軸に水平に,左心室の全体の外高の3分の2p所で横断し,
 その横断面で心筋の内層と外層をtraceし,その各々から得られる面稜から計算して出した。叉
 上記の横断面から心筋外層から内層にいたる5伽X5卿角のB1・ckを切出し,心外層から内層に
 かけて100μ毎に.5μの標本を連続的に.作製し,水平横断面に対して心筋線維の走行がなす角度
 を計測した。
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 結果並びに考察
 左心室心筋重量と左心室心筋直径及び心室壁厚の間には,各々0.34及び0.29の羅をもつ羅関
 数関係が成立し,これは統計学的にα33と差がないものとみなしうるので,心室壁を構成する心
 筋の重量の増加に対し,心筋直径は幾何学的相似形を保つたまま成長し,心室壁を構成する心筋線
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 維の本数は変化しないものと考えられる。
 叉左心室心筋線維の走行負度が水平横断面に対し±25。の範囲におさまる層の,心筋壁厚全層
 に対する百分率と左心室心筋重量との関係は,左心室心筋重量の増加にもかかわらずほぼ一定の値
 を示す。このことは心臓のポγプ作用にとって最も重要な役割を荷なうと考えられる心筋中腰部は,
 心筋重量の増加に際し心筋細胞間の接続関係はそのまま維持されていることを示している。
 左心室内腔容積と左心室内腔の高さ及び内腔直径の間には,共に。.37の羅をもつ羅関数が成立
 し,この幕は統計学的に0.33と差がないものとみなしうるので,内腔容積が増加するとき心内腔
 はその形を相似形に保つたまま大きくなることを示している。左心室の心筋重量と内腔容積との間
 には,拡張性肥大心を除くと,0.96の羅をもつ羅関数が成立し,統計学的に1と差がないものと
 みなしうる。このことは,左心室内腔は左心室重量の増加に対して幾何学的相似形を保つたまま増
 加することを示している。又左心室の心筋重量/内腔の左心室重量に対する関係からは直線回帰は
 得られず,ある特定の値の心筋重量の時の心筋重量/内腔容積はかなりのばらつきを示す。同じく
 左心室の心筋重量/内腔の左心室容積に対する関係から内腔の増加に伴いら筋重量/内腿容積が減
 少するという結果が得られる。即ち左心室内腔容積が増加するとぎは,心筋量の増加は量的にこれ
 に歩調を合わせることができないこ.とがわかる。叉左心室内腔容稜と左心室心筋直径及び左心室壁
 厚の間には,各々0.11及び0.03の羅をもつ霧関係が成立し,これらの羅は共に0.33に比しは
 るかに小さい。この結果も心筋の肥大は内腔容積の増加にみあうだけは起らないことを示すもので
 ある。
 以上の結果より形態学的にいわゆる求心性肥大に於ては,一般に心筋量が増加する場合には必ず
 幾何学的相似形を保って内腔容積は増加する。拡張性肥大の場合には,心内腔容積の増加にみあう
 だけの心重量の増加がないことからみても,いわゆる求心性肥大とは異った要因で起るものと考え
 られる。一般に内腔の拡張が起れば,それは必然的に1、aplaceのT=PRの式で示されるように,
 壁のTensbnを高め心筋の肥大をさらに促がすと考えられる。叉いわゆる求心惟肥大において
 さえも,内腔容積の増加と心筋量の増加の間には相似関係が成立しているにすぎず,このことは
 Laplaceの式でわかるように心筋細胞が肥大してもそれは増大した負荷を構造的に代讃しうる
 ような形で肥大が起きているわけではないことを示している。
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 審査結果の要旨
」
 肥大心の構造を組織計測学的に調べ正常心のそれとの比較に基ずいて肥大心の作業様式を考察す
 ることを目的として以下の研究を行なった。
 剖検心において左室の心筋重量,内腔容積,心筋直径,心筋細胞の長さ,心基底部より心尖部ま
 での長さ,壁の厚さ,内腔の半径,心筋線維の走行角度,電顕を用いた心筋中層におけるSarc一
 ・mereの長さを各々計測して次のような結果を得た。
 1)心筋重量が増加するとぎ,心筋細胞の形態は正常心筋細胞を幾何学的相似形を保つような
 形でその太さと長さを増す。
 2)剖検心に関する検索からみる限り,心筋重量の増加が心室内腔の拡大に比較して著しいよ
 うな元来の意味での求心性肥大は極めて疑しく,かりに存在するにしても例外的なものであ
 る。大部分のいわゆる求心性肥大では心筋重量の増加に際してこれと同時に内腔容積が増加
 し,心の幾何学形態は正常心とほぼ幾何学的相似形を保つものである。
 3)剖検心による死後強直時のSarc・mereの長さに関する電子顕微鏡的検索により,この
 長さは心重量に無関係にある一定の値を示すものではなく,心室内腔の大きい例ではやや大
 きくなる傾向が認められた。
 以上の結果より圧負荷により肥大を起こした心においてその肥大が正常心と幾何学的相似形を保
 っておこるときは単位断面積あたりの心筋層の力の負担は全く代齪されず,肥大が適応現象である
 という意味は全く認められない。しかし心筋のなす仕事量に関しては肥大は代償的効果をもつ。そ
 れは心筋にかかる負担の増加にもかかわらず心拍出量不変という条件の下には肥大心は心筋の比較
 的わずかな収縮によりその機能を果しうるからである。
 以上本論文は学位授与に値すると認める。
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